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平成２８年度　自己評価書

・時間割編成を工夫して、単元
学習を進めることによって、さま
ざまな運動にふれさせる。
・ジョギング、なわとびをはじめ
総合的な体力の向上をめざし
て、全校で取り組んでいく。
・体育学習の充実を図り、児童
が意欲的に運動に親しむため
の指導のあり方について研修
を深めていく。

・４年生以上を対象に、泳げな
い子の指導を夏休みに集中し
て行ったので、泳力が伸びた子
が増えた。
・「なわとびカード」が励みとな
り、なわとび運動に取り組む児
童が増え、より難しい技に挑戦
する意欲も育てることができ
た。
・体育委員会が、大休憩に「な
わとび」を奨励する取組もあり、
児童がなわとびに親しむ機運
が広がり、冬場の体力向上に
つながった。
・体育の授業の改善を図るため
に、時間割編成を工夫し、活動
の場を確保し、単元学習を組
みやすくした。

・体育科の単元学習を通して、
授業の工夫改善を図る。
・体育カード・上達カードを利用
して学習の意欲を引き出す。
・水泳や持久走の指導を集中
的に実施し、体力の向上を図
る。

・運動に親しむ資質や能力
の基礎を育て、健康の保
持増進と体力向上を図る。

体力の向上

豊かな心をもち、主体的に生きる子どもを育成する

・学校便り、ＨＰを通して、積極
的に情報を発信する。
・子ども達が地域に出たり、地
域の方が子どもの学習に関
わったりする機会を設ける。
・交流給食や感謝の集会を通し
て、児童の安全を見守ってくれ
る方々に感謝の気持ちを表す。
・運動会、集会、人権教育講演
会等、地域の方に参加を呼び
かける。

・道徳教育・人権教育の充
実を核にして、豊かな感受
性と社会性を備えた人間
の育成をめざす。

・基礎基本の確実な定着
をめざすとともに、授業の
工夫改善と学習意欲の向
上を図る。

・一斉読書や「うちどく」の取り
組みを通して、豊かな感性を育
てていく。
・「あいさつ」「そうじ」の徹底を
めざして、強化期間や重点指
導期間を設ける。
・「心があたたかくなることばの
勉強」を通して人権意識を育て
る。
・障がいをもつ児童への理解と
支援のあり方について、校内の
研修を充実させる。

・国語科で一人一授業を実践
し、研究発表会を開催する。
・漢字検定や計算の反復練習
を取り入れ、基礎学力の定着を
はかる。
・各教科で言語活動を効果的
に取り入れ、コミュニケーション
能力の向上を図る。
・学習規律の向上と家庭学習
の充実につとめる。

・学校だより・ＨＰ等で学校教育
に関わる情報を積極的に発信
することができた。
・見守り隊（各種団体・老人会）
の方々を招待して交流給食を
実施し、１年は生活科「手作り
おもちゃで遊ぼう」３年生は社
会科「昔のくらし」の聞き取り学
習をした。
・３年生が「ふれあい食事会」に
招かれ、地域の高齢者との交
流を深めた。
・１２月には下校見守り隊・老人
会・交通指導員・婦人会の方々
を招き、感謝状やプレゼントを
贈呈し、歌や劇を披露した。
・地域の方が、運動会、人権教
育講演会、集会等の行事に出
席してくれた。

・「あいさつのできる子」「そうじ
をがんばれる子」の育成をめざ
して、強化期間や重点指導期
間を設ける。
・道徳や人権教育の充実を図
り、相手の気持ちや立場を考
え、適切なコミュニケーションが
とれる児童の育成をめざす。
・異年齢集団の活動を通して、
縦のつながりを大切にしてい
く。
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本年度の取組についての評価
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平　野　政　幸

和歌山市立　新南小学校

ゆたかな心 確かな学力

・情報を積極的に発信す
る。
・保護者や、地域の方に行
事等への参加を呼びかけ
る。

開かれた学校

その他の課題

・「心があたたかくなる言葉」の
学習を継続して取り組み、交流
した。
・生活指導面での具体的な実
践目標として、１学期は「あいさ
つ」、２学期は「そうじ」に重点を
置き、全職員が共通意識をもっ
て、取り組んだ。
・「あいさつ」は、学級単位で登
校時の「あいさつ運動」を実施
したことで、子ども達も意識して
できるようになった。
・アンケートで９５．７％の児童
が「学校が楽しい」と答えてい
る。これは、子どもたちに安心
感・充実感を感じさせる学校・
学級づくりの取組の成果の表
れといえる。

・一人一研究授業を実践するこ
とによって、教員の授業力の向
上につなげることができた。
・国語科で言語活動の充実を
図ることで、他の教科学習や実
生活で役立つ言語力の育成に
つなげることができた。
・「ひるどく」や「読みきかせ」「う
ちどく」等で、児童の読書意欲
の向上を図るとともに、児童が
気軽に本を手にする環境を整
えることができた。
・漢字検定が定着し、子どもが
意欲をもって、練習する姿勢が
見られるようになってきた。
・校内俳句コンクールの実施を
通して、ことばを大切にする姿
勢と、短詩型での表現力を育て
ることができた。

・地域との交流は今後も続けて
いくとともに、児童が地域へ出
て行く機会も増やしたい。その
ために児童の活動に関わり、
応援してくれる地域の人材探し
に力を入れていく。
・学校だより・ＨＰを通して、学
校の取組を詳しく紹介できた
が、さらに内容を充実させ、保
護者に子どもたちの様子がより
一層伝わるよう工夫していく。

・言語活動のさらなる充実を通
して、生きてはたらく言語力の
育成を図り、児童のコミュニ
ケーション能力を高めるよう取
り組む。
・児童の読書意欲の向上に向
けて「うちどく」「ひるどく」の取り
組みを継続しつつ、図書室の
利用率の向上や、蔵書数の増
加、環境整備に努める。




